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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・9/18（月）デイケアの祝日行事はボウリングに行く案が挙がっている。当日のデイケアスタッフは菅原AOM、藤田、戸賀沢。ナイトケア勤務は慶長、柴崎となっている。今週中に素案を立て、大まかなスケジュールを確定させるように。
・明日、経過録の締切となっている。作成が終了し次第、小嶋まで報告をするように。
・明日、浜辺信明様のケア会議があり、担当スタッフの藤田が参加予定となっている。

・掃除は、いつも同じところを綺麗にするのではなく、細かい所にも目を配って掃除をするように（例：エアタオルの水垢、排水溝の口等）
・電子カルテが導入になり、日頃の記録は簡素化されるが、治療計画や目標を意識して関わるように、今一度、日頃の関わり方に意識を向けるようにしてください。
・12月にクリスマス会、1月に年末年始行事が組まれている。企画書は11月に提出し、早めに準備するように。
・スタッフの異動や新規利用者に伴い、担当利用者が変更となるため、各自で確認するように。また、目標面接を随時行い、データベースの更新も行うように。
＜担当スタッフ変更（會津担当分）＞
・中居美津子様、八木橋牧雄様、下口政子様、森田清助様、若松健一様　担当：柴崎
・東海林紀子様　担当：小嶋

・細谷地与蔵様　担当：戸賀沢
・本多冨美様　担当：佐々木

・我満望様　担当：藤田
＜新規利用者＞
・櫻川　貞二様　担当：慶長
・高山　英佐様、工藤　助市様　担当：小嶋
・松田　知子様　担当：藤田
・曽我　泰庸様　担当：田中
・田端　香織様　担当：佐々木
＜利用者様情報＞

デイケア

・櫻川　貞二様～先週から正式利用が開始となる予定だったが、足の痛みで欠席した為、本日から正式利用開始となる。足の状態は、痛みは断続的にあり、先週は特に痛みが酷かったとのこと。体調に合わせてデイケアを利用するように伝えている。正式利用開始に伴い、特に分からないことはないと話している。利用日は毎週火曜日となる。利用目的については、断酒を挙げており、目標に向かって一緒に頑張っていくことを伝えている。午後もプログラムの参加状況を確認していく。足の痛みに関しては、通院先や処方薬について確認していないため、確認していく。
・高山　英佐様～本日より正式利用が開始となる。利用日は3週に1回の火曜日のみ。デイケア利用に対して、モチベーションは確立されているとは言い難く、スタッフとの温度差があるとついていけない可能性が考えられる。本人のペースに合わせて治療を進めていく。
・田端　香織様～本日、体験利用をしている。木曜日の利用も希望しており、9/6（木）体験利用の予定としている。来週より、正式利用開始予定。本日は、栄養指導のプログラム中に「具合が悪い」と言い退席している。首の後ろに痛みがあり、体がなまっていると痛みが出やすいとのこと。その後は姿勢を楽にして過ごしており、「良くなった」と話している。母が来た際に首の治療や薬等について確認していく。
・曽我　泰庸様～普段よりも来所時間が遅く、携帯電話に連絡をするとバスの乗り換え待ちであると話している。以前のように乗り換えで迷っている様子はなく、その後すぐに来所している。依然として中履き・外履きの区切りを理解出来ない様子や下駄箱の場所を覚えられない様子はあるが、食事や入浴等の日課はこなすことが出来ている。昼食後に腰の痛みを訴え、静養室を利用。その際、昼食後薬を服薬をし忘れていたが、自分で気付いて服用することが出来ている。記銘力や遂行機能が障害されている可能性があるため、デイケアでの様子の観察を続けていく。
・松田　知子様～本日、午前のみ体験利用をしている。普段通りプログラムに参加している。明日、エアロビクスに参加したいとのことで体験利用を希望している。半日の体験利用を数回行っている為、1日の体験利用を通し、正式利用についてご家族を含めて提案していく。
・淡路智恵子様～栄養指導のプログラム中に、冨田様がついた溜息を聞き、表情を硬くし、冨田様をじっと見つめていることがある。声を掛けると「（冨田様が）GHでも溜息をついている」「疲れ過ぎじゃないか」等と話している。あまり気にしないように伝えている。昨日は祝日利用に関する訴えがあり、今朝は松川順子様に対して「この人嫌い。私のあとついてくる」等と本人がいる前で不満を話していることがある。他者とのトラブルに至らないように言動に注意し、必要時は行動の振り返りも行っていく。
・根地戸　恵様～担当スタッフに交際相手に「死ね、ばかって言われた」と目を見開いて切迫した様子で相談している。そういわれる理由に思い当たる節はないと話しているが、話をしていくうちに「電話をしつこくしてしまった」と話している。自分自身が傷つかないためにも、同じことはしないように助言している。その後、別なスタッフに対して、関秀治様と藤村翔様に対してイライラする、カラオケしている人が気持ち悪い等と理解が難しい理由でイライラ感を訴えている。気分転換で外を歩きたいと話し、散歩をしたあとは表情が良くなっている。1日を通して、気分の変動が多い為、言動に注意をしていく。
・浜辺　信明様～病院SW、青山荘スタッフより情報提供がある。青山荘退所に向けて、生活訓練が必要であり、金曜日も青山荘のプログラムを受ける為、デイケアの利用日を変更したいとのこと。今週より、利用日が金→木へ変更となる。
デイナイトケア
・鈴木真知子様～青風荘より情報提供があり、青風荘では日課で声掛けが必要な状態であるとのこと。本日のデイナイトケアでは、「出掛けたいねって女の人が言っている」と笑って話しており、幻聴がある様子が窺える。表情の険しさがあり、飲水量もやや多く、声掛けや介入をしている。食事摂取量は、昼食は1/3程度のみの摂取で、「夜食べるから許して」と言い、残している。夕食の食事摂取量も観察していく。
・馬渡　武光様～昨日、ゴミ箱から納豆の辛子を取り、殻ごと口に含んでいた。本日もゴミ箱を気にしており、ゴミを触った手で氷を食べているため、衛生面について伝え介入すると、バツが悪そうに立ち去っている。
・津嶋イチ子様～咳き込みが続いていることから、昨日鹿内内科を受診している。本人の希望にてアレルギー検査を実施しており、9/6（木）に検査結果を聞きに行く予定になっている。咳は続いており、体調について尋ねるが会話がかみ合わないため、体調については不明である。午後も身体面の様子観察をしていく。
・千葉　輝夫様～来所時から咳き込みが目立ち、マスクを着用するように伝えるが、すぐにはずしてしまい、マスクの付け方が分からず、再度着用するのが難しい様子がある。出席簿への記名も、千葉の“葉”が書くことが出来ず、グルグル書きをしている。息子様からの情報提供では、今朝は清拭してきたため入浴はしなくてもよいとのこと。入浴も1人では難しくなっている可能性があるため、注意が必要である。
・野月　利章様～昨日もデイナイトケアを欠席しており、本日は「今日は嫌いな利用者がいるので行かない」と言い、欠席している。明日は来所すると話している。
・倉橋　生子様～昨日の夕食後より、津嶋イチ子様に対して口調を荒げることがあるが、スタッフの介入にて気分を持ち直すことが出来ている。夕方以降に気分変動が見られることが多い為、他者とのトラブルに至らないように注意していく。
＜外来情報＞
・下妻　康貴様～職場で辞めるスタッフが多い為か、以前より労わってくれるとの事。食事・睡眠も摂ることが出来、身体不調は無いと話している。気分転換にサイクリングをすることや週末に出掛けていると話している。

・浜辺　信明様～体重は67～68Kgで経過している。全体的に調子は良く、苛々や幻聴の悪化はないと話している。現在、デイケアの利用は金曜日の利用だが、自炊や金銭管理のプログラムをしていく予定であり、木曜日へ変更を検討していく。

・高山　英佐様～表情や口調は穏やかで、退院後は落ち着いて生活することが出来ていると話している。確実に服薬する事とデイケアに定期的に通うに助言を受けている。

・坂本　秀男様～「変わりないです」と話している秋の相撲を楽しみにしていると穏やかに話している。

・庭田美紀子様～特に変わりなく、穏やかである。診察時に洗濯などの家事の話をしている。

・二川目健治様～就労はごまかしごまかしで行っていると話している。医師からデイケアを利用することで何かあった時に相談する相手がいることになり、利用してはどうかと提案されるが、「仕事もあるし疲れるのでしばらく休みたい」と希望している。疲れるのであれば無理はしないように助言されている。
・川崎　広幸様～仕事紹介あったが鳥を殺す仕事であり、説明のVTR見ただけでもうダメだと思ったので断ったと話されている。医師も無理はしないようにと説明している。にんにく畑の仕事の話もあるため、検討してみると話している。

・森　美智男様～抗酒剤はデイケアで服用することになったと話している。断酒は続けているが妻があまり口をきいてくれないと話している。医師より断酒を継続して妻様の信用を取り戻すようしてはどうかと助言がある。

・工藤　助市様～若い人と交流を持ち、プログラムへ参加することが出来ていると話している。余暇時は娯楽室でテレビを観たり、将棋をして過ごしているとのこと。青山荘の生活やプログラムに慣れたら、デイケアを利用する事としている。苦手な患者様（当院入院中）が火曜日の診察の為、今後は木曜日の外来通院へ変更している。
